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内部監査のレベルアップ 

に向けた取り組み 
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１．大豊工業のプロフィール 
  ・会社概要、環境活動の沿革 

  ・環境方針・組織 

２．内部監査レベルアップに向けた 

  取り組み 
  ・背景と現状の分析 

  ・レベルアップに向けた取り組み 

  ・改善事例、まとめ 

本日の発表内容 

２ 



会社概要 （2012年3月末現在） 

愛知県 豊田市 緑ヶ丘3-65 

本社工場、細谷工場、篠原工場、幸海工場(愛知県豊田市) 

九州工場 (鹿児島県出水市） 

土岐工場   (岐阜県土岐市) 

■創業 

■所在地 

■従業員数 

■資本金 

■公開市場 

■大株主 トヨタ自動車（34％）豊田自動織機（5.0％） 

日本発条（4.7％）豊田通商（3.7％） 

62億1千3百万円 

1944年 1月 

3,550名 -連結- 

1,650名 –単体- 

■主な生産拠点 

東証・名証第1部 証券コード：6470 

３ 

１．大豊工業のプロフィール 



％ 

事業別売上高 ＝連結＝ 

４ 

その他 

設備 

40.1 
％ 

14.9 

・カムハウジング 
・デフキャリア 
・OCVスリーブ 

・メタルガスケット 

12.5 
％ 

19.2 
％ 

13.1 
％ 

0.2 ％ 

・バキュームポンプ 
・EGRバルブ 
・リニアソレノイド 

2011 年度 
818 億円 

軸受事業 

ダイカスト事業 ガスケット事業 

組付製品 他 

１．大豊工業のプロフィール 

・エンジンベアリング 
・ブシュ/ワシャ 
・シュ/斜板 

軸受、ダイカスト、ガスケットを主要とし、自動車関連で占める 



第２世代 エコカー向け 

量産品 開発品 

国内外の高級車に採用 
         ⇒静粛性に貢献 

1998年～ 
量産開始 

ハイブリッド車 

表面に樹脂を 
塗布し摩擦を低減 

国
内 

海
外 

1998 

トピックス 樹脂（ＲＡ）ｺｰﾃｨﾝｸﾞ軸受の事業拡大 

５ 

１．大豊工業のプロフィール 

2011 

１．低価格車への採用拡大 

２．エコカーへの採用 

第１世代 高出力車向け 

エンジン起動・ 

停止が多い 

エコカーへの 

採用拡大 

小型エンジンの負荷条件に対応、燃費に貢献 

http://ord.yahoo.co.jp/o/image/SIG=134lqkv3e/EXP=1333353763;_ylc=X3IDMgRmc3QDMARpZHgDMARvaWQDQU5kOUdjUk4yUVV6QnhNUjRmdDltTjB2U1pvVGRVNVBja2JLenBCaF9vaHM1TF9ERnlMQTJiaEhuR0lsVVFFbwRwA1RpQkNUMWctBHBvcwM4BHNlYwNzaHcEc2xrA3Jp/*-http%3A//snackbox.jp/wp-content/uploads/2012/03/honda_n-box_f34_ns_113011_7171.jpg


環境活動の沿革 

２０１０ ２００５ ２０００ 年度 

ISO14001 
認証取得 

1999～ 
 事業所単位で取得 ‘04～ 統合認証 

組織 
環境統括委員会 環境機能会議 

改訂 
環境方針 

改訂 策定 

内部監査 

６ 

会議の格上げ 

内部監査要領に基づき実施 

全面見直し 

１．大豊工業のプロフィール 

一部の人だけ、 
報告が中心 

全役員が出席、審議・議論 
▼ 

強力に進める 

レベルアップ 
の取り組み 



※１：2011年度目標：2009年度比 3％減
※２：メタル換算出荷数（ｔ/百万個※２）
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【凡例】
：原単位実績

：原単位目標

：総量実績

：総量目標

【凡例】
：原単位実績
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201２年３月２3日
安 全 環 境 部
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[生産環境] ＣＯ2 2011年度実績・2012年度目標
※１：メタル換算出荷数（ｔ/百万個※１）
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【凡例】
：原単位実績

：原単位目標

：総量実績

：総量目標

【凡例】
：原単位実績

：原単位目標

：総量実績

：総量目標

201２年３月２3日
安 全 環 境 部

60.0

当初目標
60.7

2012年度
目標60.7を
既に達成 目標上乗せ

2009年度比 3％減→
必達 5％減
チャレンジ 6％減

評価

〇
原単位
（ｔ/百万

個）

評価

〇
原単位
（ｔ/百万

個）
必達：６１．４

チャレンジ：６０．７

必達：５９．５

チャレンジ：５８．８

[生産環境] 2011年度 工場別 ＣＯ２原単位グラフ

素材 密着不良
低減効果が見られる

リニアライン移設
による効果

201２年３月２3日
安 全 環 境 部

１．大豊工業のプロフィール 

違反・苦情、ヒヤリ件数

0

2

4

6

8

10

12

2006 2007 2008 2009 2010 2011 目標

（件）
違反・苦情

ヒヤリ

目標値・方向性の審議 

結果のフォロー 

環境機能会議 ～ 大豊工業の全役員・グループ会社トップ ～ 

７ 



８ 

審査の様子 ～社長へのトップインタビュー～ 

１．大豊工業のプロフィール 

社長の思い 「言うだけではダメだ。小さくても良いからやってみること！」 



環境基本方針の全面見直し 

＜方針＞ 

 １．法規制の遵守 

    法規制及びその他の要求事項を遵守し、違反・苦情を未然防止 

 ２．自主的な取り組み 
    地球規模の環境課題を踏まえ、自主的な目標設定と展開並びにフォローによる 

    継続的な改善 

     ①地球温暖化防止 ②資源の有効利用と排出物の低減  ③環境負荷物質の低減 

 ３．社会との連携・協力 
    社会から信頼される企業市民をめざす 

     ①お客様・仕入先殿との連携と協力 ②地域社会への貢献 ③積極的な情報開示 

 ４．環境技術の追求 
    環境に貢献する製品の提供とものづくり 

     ①トライボロジー技術を軸にした環境対応製品の開発 

     ②燃費向上、排気ガス浄化に貢献するシステム製品の開発 

     ③製法刷新により、資源の投入量を最小化 

＜基本方針＞ 製品と生産で 社会と環境に貢献 

９ 

社長の思い  
 「製品」と「生産」の２軸を明確に 

１．大豊工業のプロフィール 



活動組織 

１０ 

工場環境小委員会 

工場委員長： 

 正）工場長 （ｸﾞﾙｰﾌﾟ会社は社長） 

 副）工場委員長が任命 

・工場の環境活動を推進 

地域環境分科会 

リーダー：河合執行役員 

事務局：総務部 

・社会との連携・協力を実現 

する為地域社会貢献を推進 

生産環境委員会 

委員長 正）山崎専務執行役員 

      副）楠 常務執行役員 

事務局：安全環境部 

・生産分野での環境活動を統括 

工場環境分科会 

各リーダー：工場委員長が任命 

テーマ：省エネ、廃棄物、化学物質 

・工場目標達成の方策立案と推進 

・技術部門の省エネ活動を含む 

全社環境保全事務局（安全環境部） 

事務局：黒野理事、山中部長、橋本室長、 

     淺井CX、堀CX 

内部環境監査 

事務局：安全環境部 

監査員：安全環境部が人選し 

     環境保全副統括者が承認 

新規規制対応小委員会 

委員長：髙間執行役員 

事務局：技術管理部 

・REACH等の規制情報入手 
 と対応立案 
・新規立上製品の成分 
 チェック体制づくり 

環境配慮製品小委員会 

委員長：岸 執行役員 

事務局：技術管理部 

・環境負荷の少ない製品の 
 開発を推進 
⇒製品が使用される段階に 
 おける環境負荷の把握と 
 低減 
  例） 
  CO2低減･･･低ﾌﾘｸｼｮﾝ軸受 
          EGRﾊﾞﾙﾌﾞ 
  環境負荷物質低減 
       ･･･鉛ﾌﾘｰ切替 

シンプルスリム 

設計・設備小委員会 

委員長： 

 正）佐藤執行役員 

 副）小笠原部長 

事務局：生産技術部 

・製品・工程・設備のｼﾝﾌﾟﾙ 

 ｽﾘﾑ化を推進 

 （設計、生技、CFT） 

⇒環境面の指標で目標値 

 を設定し、低減に寄与 

  CO2低減、廃棄物低減、 

  環境負荷物質低減  

製品環境委員会 

委員長 正）神谷常務執行役員 

事務局：技術管理部 

・技術分野での環境活動を統括 

 （環境負荷物質対応を含む） 

グリーン調達小委員会 

委員長：河合執行役員 

事務局：調達部 

・環境負荷物質を含まない 
 原材料等の調達を推進 
・仕入先の環境活動支援 

全社ＩＳＯ 

事務局連絡会 

事務局： 

安全環境部 

技術管理部 

安全衛生・環境機能会議 

【議長】 斎藤副社長  【幹事】 黒野理事 

・全社環境活動の統括 

環境保全統括者 

正）：上田社長  副）：斎藤副社長 

環境保全責任者 

製品環境委員長：神谷常務執行役員 

生産環境委員長：山崎専務執行役員 

１．大豊工業のプロフィール 



（千ﾄﾝ） 

CO2削減実績 2011年度実績 

分類 代表的な製品 削減量 
（千ｔ） 

 

 

 
9.1 

 

 18.0 

樹脂コーティング 
エンジンベアリング 合計 

３２千トン 

削減 

2011年度 

低燃費 
対応 

排ガス 
規制対応 

2015年3月 0 

400 

CO2削減量の推移（2000年度からの累積） 

新領域 

既存製品 

2000年4月 

2001年度 

樹脂ｺｰﾃｨﾝｸﾞ 
ｴﾝｼﾞﾝﾍﾞｱﾘﾝｸﾞ 

2005年度 

ﾊﾞﾀﾌﾗｲ式 
EGRﾊﾞﾙﾌﾞ 

2004年度 

ﾃﾞﾌｷｬﾘｱ 
 200 

100 

300 2007年度 

斜板 
 

製品環境 ＝CO2削減への貢献＝ 

ＵＳ１０規制対応 

ＥＧＲバルブ 

2012年度（予定） 

駆動ﾄﾙｸ低減 
ﾊﾞｷｭｰﾑﾎﾟﾝﾌﾟ 

１１ 

１．大豊工業のプロフィール 



・エンジンベアリングの「加工ライン」を刷新  

従来ライン 

新工法 
ライン長：約４０％削減 

生産環境 ＝製法刷新＝ 

１２ 

新工法軸受（RRメタル） 

１．大豊工業のプロフィール 

新コンセプトめっき製法 

製法刷新 

従来ライン 

新工法 

製法刷新 

・大型・大量処理ラインから「省スペースかつ生産性の高いライン」へ 

スペース：約７５％削減 

処理スピード：2倍 



２．内部監査レベルアップに向けた取り組み 

違反・苦情、ヒヤリ件数
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結果指標が 

良くならない 

0にならない 

0にならない 

横ばい 

取り組みの背景 

プロセスは 

良いのか？ 

例えば、内部監査の 

レベルは？ 

１３ 

ＣＯ２　総排出量・原単位
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内部監査の現状 

指摘件数の推移 

１４ 

２．内部監査レベルアップに向けた取り組み 

指摘の検出力が低下、表面的な指摘が多い 

レベルアップに取り組む必要がある 

３３％ 

６７％ 

表面的な指摘 

・書類上のケアレスミス 

・緊急備品の数量不足 等 

２００９ 
年度 

指摘内容 



２．内部監査レベルアップに向けた取り組み 

現状分析 （４Ｍ） 

人 

道具 

方法 

監査員の 

レベル 

チェックリスト 

（質問内容） 

監査のやり方 

理想 現実 
ギャップ 
（問題点） 課題 

本質的質問 表面的質問 

専門知識に基づく 

質問 

マニュアル記載 

事項のみに基づく 

対象に合った質問 みんな同じ質問 

監査時間 

 現場７：書類３ 

監査時間 

 現場３：書類７ 

②対象に合わせた 

具体的質問を作る 

④現場監査時間 

を増やす 

③監査員の専門 

知識を発揮させる 

材料 
被監査部署 

の情報 

事前に評価する 事前評価しない 

必要な情報を収集 
事務局が用意し
た資料のみ ①前準備の徹底 

Ｍan 

Material 

Machine 

Method 環境マニュアルに 

こだわらず指摘 

環境マニュアル 

のみに基づく指摘 

③監査員の専門 

知識を発揮させる 

１５ 

今後、成長が 

期待される 
評価方法未確立 

環境特有の知識 

業務経験 

監査経験 等々 



区  分 課  題 対  策 

材  料 

（情報） 
前準備の徹底 

・チェックリストを監査員が 

 自分で作る 道  具 

（ﾁｪｯｸﾘｽﾄ） 

対象に合わせた 

具体的質問を作る 

方  法 

（監査のやり方） 

監査員の専門知識を 

発揮させる 

・環境以外の切り口でも指摘 

 できる仕組み 

現場監査時間を 

増やす 

・監査全体のタイムスケジュール 

 を見直す 

対策内容について、研修を実施 

対策 

２．内部監査レベルアップに向けた取り組み 

１６ 



１７ 

研修内容１：チェックリストは自分で作る 

ポイント 

 ・計画表や結果指標は事前に見ておく 

  ⇒不適合を予想 

  ⇒当日は中身（実態）を中心に見る 

 ・必要に応じて情報収集 （下見もＯＫ） 

自分で行動・勉強しないとできない 

２．内部監査レベルアップに向けた取り組み 

■不満が噴出！ 

  「時間がない」 

  「面倒だ」 

  「事務局の怠慢だ」･･･ 

■事務局の反省点 

  ・標準化・周知の不足 

  ・時間的余裕が不足 

・作成は２週間以上 

・監査チーム編成は 

 同じ工場の人で 

監査も仕事、会社を 

良くする活動。 

結果、監査員の責任感が向上 



監査員レベルアップ研修の様子 

２．内部監査レベルアップに向けた取り組み 

１８ 



１９ 

結果、成果につながる指摘が 
見られるようになった 

ＴＰＳ ＴＱＣ 

ＴＰＭ 

Toyota Production System：トヨタ生産方式 

Total Quality Control ：全員参加の品質管理 

Total Productive Maintenance 

           ：全員参加の生産保全  

間接的に環境にも影響。 

社内に専門家多数。 

２．内部監査レベルアップに向けた取り組み 

研修内容２：環境以外の切り口でも指摘 

ポイント 

 ・生産性、品質、保全等、様々な観点からも 

  ムダを見つける 

   ⇒専門知識を発揮 

   ⇒得意分野の視点で 

 要求事項との 

 対比が難しい 

 ・指摘しやすくする区分として、「改善提案」を 

  新設 （要求事項との対比不要） 



２０ 

研修内容３：タイムスケジュールの見直し 

ｵｰﾌﾟﾆﾝｸﾞM 13:00 

17:00 

A・B・C部署 
書類（一斉） 

監査員M 

ｸﾛｰｼﾞﾝｸﾞM 

A→B→C現場 

ｵｰﾌﾟﾆﾝｸﾞM 9:00 

17:00 

A部署 
（書類3+現場7） 

監査員M 

ｸﾛｰｼﾞﾝｸﾞM 

見直し後 

見直し前 

半
日 

→
 
１
日 

B部署 
（書類3+現場7） 

C部署 
（書類3+現場7） 

各部署で 
十分な時間 
を確保 

１部署当り 
の時間が 
短い 

２．内部監査レベルアップに向けた取り組み 

ポイント 

 ・一斉方式から巡回方式へ 

 ・書類３：現場７へ 

結果、現地現物を見る時間を確保 
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指摘事項 

計７５件 

指摘件数の推移 

２１ 

２．内部監査レベルアップに向けた取り組み 

検出力が向上 

指摘内容 

自分で事前に準備することにより 

監査員のレベルが上がってきた 



７ ： ２ ： １ 

良い監査ができるかどうかは、前準備で決まる 

２２ 

２．内部監査レベルアップに向けた取り組み 

■情報の収集 

 ・計画表、データ、･･･ 

■情報の評価 

 ・不適合は無いか 

 ・原因の推定 

■チェックリスト作成 

■現地での検証 

■不適合の報告 

■是正のフォロー 

前準備 当日 監査後 

わかったこと、今後の課題 

手順の確立 

人のレベルアップ 

今後の 

課題 



違反・苦情、ヒヤリ件数
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内部監査はじめ様々な取り組みにより 

改善した部分もあるが、今後も継続的に取り組む 

結果指標の推移 

２３ 

まだ0に 
ならない 

横ばい 

外部審査　指摘件数
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２．内部監査レベルアップに向けた取り組み 



改善事例１ 異常・苦情未然防止の取り組み 

２．内部監査レベルアップに向けた取り組み 

豊田市協定協議会で発表 
２４ 

場当たり的な対策から、未然防止へ 

’06年度の事故が’10年度に再発 



改善事例２ ＣＯ２低減（節電） 

２５ 

２．内部監査レベルアップに向けた取り組み 

ＬＥＤ照明更新工事前倒しによる効果 
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３月度　完了

８月度　完了

８月度完了 

（２３１千ｋｗｈ） 

３月度完了 

（１５１千ｋｗｈ） 

前倒し効果分 

（８０千ｋｗｈ） 

ＬＥＤ照明（エンジンベアリング加工ライン） 

トップの提案により、思い切った改善を実施 



２．内部監査レベルアップに向けた取り組み 

まとめ 

何といっても一番重要なのは 

トップの決意 

ご清聴ありがとうございました 

それを事務局が生かせるか 

２６ 


